
こんにちは。磐田市立図書館です。待望の夏休みがやってきますね。

この夏、読書タイムを作ってみませんか？ 心に残る本との出会いは

宝物、素敵な夏の思い出になるでしょう。ぜひ図書館をたくさんご利

用ください。今回は豊田図書館の工事についてもお知らせします。

発行日 ： ２０１７年７月１日 磐田市立中央図書館  ０５３８ー３２－５２５４

【日本文学】『ＳＮＳ炎上』 ＮＨＫ「オトナヘノベル」制作班／編（金の星社）

『僕は上手にしゃべれない』 椎野 直弥／著（ポプラ社）

【外国文学】『3つ数えて走りだせ』 エリック・ペッサン／著（あすなろ書房）

『１００時間の夜』 アンナ・ウォルツ／作（フレーベル館）

【人生訓】 『どこまでも生きぬいて』 水谷 修／著 （ＰＨＰ研究所）

【仕事】 『甘くてかわいいお菓子の仕事』 ＫＵＮＩＫＡ／著 （河出書房新社）

【社会】 『池上彰の中学生から考える選挙と未来』 池上 彰／監修 （文渓堂）

【言語】 『中学英語で日本を紹介する本』 デイビッド・セイン／著 （河出書房新社）

【歌集】 『ときめき百人一首』 小池 昌代／著 （河出書房新社）

【外国文学】 『わたしたちが自由になるまえ』 フーリア・アルバレス／著 （ゴブリン書房）

新 刊 紹 介

1960年、カリブ海にのぞむ美しい国ドミニカ共和国は、独裁政権の末期を迎えていまし

た。自由を求めて闘い続けるドミニカの人々。そのリーダーである父や家族と共に、闘争

を見つめ続けた少女が、たくましく生き抜く姿を描きます。実話をもとに、犠牲をはらいな

がらも平和を手に入れ、将来に希望を見出す主人公の成長物語です。

豊田図書館 工事のお知らせ

磐田市立豊田図書館は子どもの本中心の「子ども図書館」（仮名称）として

来年オープンを予定しています。それに伴い９月より改修工事が始まります。

豊田図書館としての開館は今年８月２７日（日）までです。８月２８日（月）

より完全閉館となりますのでご承知ください。「子ども図書館」（仮名称）は

子どもの本中心ですが、ヤングアダルト向けや一般向けの資料も所蔵する予定

です。中学・高校の皆さんにも、たくさんご利用頂ける図書館にしたいと考え

ています。これからも、よろしくお願いいたします。

ＱＲコードから図書館HPへ入り

予約することもできます。

図書館から

お知らせです。

夏号



リュウ リェンレン

今回は戦争をテーマにした本の特集です。

当時の人たちは何を考え、悩み、どんな毎日を過ごしていたのでしょうか？

ちょっと立ち止まって読んでみませんか。

『金色の流れの中で』
中村 真里子／著（新日本出版社） 『君たちには話そう』

いしい ゆみ／著

（くもん出版）

『無告の大地』
寺田 ふさ子／著（潮出版社）

『生きる 劉 連仁の物語』
森越 智子／著 谷口 広樹／絵（童心社）

『ぼくは戦争は大きらい』
やなせたかしの平和への思い

『綾瀬はるか「戦争」を聞く』1～2

TBSテレビ『NEWS23』取材班／編（岩波書店）

日本軍により強制的に家族から離され、中国から日本へ

運ばれる人々。戦争はどれほど人間らしさを奪い尽くすの

か。戦争が終わったことも知らず、連仁は極寒の北海道で

ひとり、13年間逃亡生活を続けた。彼の奪われた、人とし

ての尊厳を取り戻すための孤独な闘いの物語。

『硫黄島からの手紙』

渡辺 謙・二宮 和也 ほか／出演

『父親たちの星条旗』
ジェシー・ブラッドフォード ほか／出演

『シンドラーのリスト』
スティーブン・スピルバーグ／監督

『トンマッコルへようこそ』
パク クァンヒョン／監督

１９６４年、父親が戦争中に中国人を殺したという体験談

に傷ついた木綿子は、「橋の下の変な人」和也と出会い、

悩みを打ち明ける。二人が心を通わせ始めた頃、和也は

自分は「金色の時の流れ」に落ちて２０３０年の未来から

来た人間であると告げる。

『父さんの手紙は

ぜんぶおぼえた』
タミ・シェム=トヴ／著

（岩波書店）

ＤVD紹介

『被爆者』正・続
会田 法行／写真・文

（ポプラ社）

那須 正幹／作

はた こうしろう／絵

（新日本出版社）

磐田から旧満州へ渡った開拓団が

あったことを知っていますか？終戦に

よる壮絶な逃避行の記録です。

『ヒットラーのむすめ』
ジャッキー・フレンチ／作

（鈴木出版）

やなせ たかし／著

（小学館ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ）
『少年たちの戦場』

『杉原千畝』 唐沢 寿明 ほか／出演

『母と暮せば』 山田 洋二／監督

吉永 小百合 ほか／出演

『永遠の０』 百田 尚樹／原作

岡田 准一 ほか／出演

『きけ わだつみのこえ』
日本戦没学生の手記

太平洋戦争で死んでいった学徒兵たちの手記。

学生から兵士へ。あの頃、学生だった彼らは何を考え、

残される人へどんな思いを託し、戦場へ向かったのか。日本戦没者学生記念会／監修（光文社）


